
特集　日本通信教育学会第70回研究協議会報告 
「COVID-19は通信制大学での学びに
どのような変化をもたらしたのか？」

2019年12月初旬にCOVID-19が発生してから３年以上が経過した。新型コロナウィルス感染
症（以降、コロナ）拡大防止に向けて、通学課程では、遠隔教育の普及など授業方法や大学で
の学びに大きな変化がもたらされた。それでは、コロナ禍で大学通信教育はどのような影響を
受けたのだろうか。シンポジウムは米山氏による問題提起とシンポジスト４名による討論で構
成された。討論では、設置区分やスクーリング、授業の配信方法で特徴の異なる通信制大学の
関係者４名にご登壇いただき、コロナ禍によりもたらされた変化や、変わらなかった点を報告
していただいた。本特集では、米山氏による問題提起と討論に関して論稿として再編し、紹介
する。
 澁川幸加※

※中央大学

令和４年度　日本通信教育学会　研究論集
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問題提起　「COVID-19によるオンライン大学への影響 ～サイバー大学の事例から～」

本講演では、オンライン大学であるサイバー大学について、コロナ禍の前と後とで何が変わ
り、何が変わらなかったかを報告する。また、通学制大学でおこなわれたオンライン授業の各
種アンケートの調査結果から、学生はオンライン授業をどう評価したのかを確認し、ポストコ
ロナ時代にオンライン大学はどうあるべきかを考察する。
 講演者：米山あかね（サイバー大学）

討論　「COVID-19は通信制大学での学びにどのような変化をもたらしたのか？」

COVID-19の登場から３年が経過しようとしている。コロナ禍で通学制大学には、遠隔教育
の普及など授業方法や大学での学びに大きな変化がもたらされた。それでは、コロナ禍で通信
制大学はどのような影響を受けたのだろうか。本シンポジウムでは、設置区分やスクーリング、
授業の配信方法で特徴の異なる通信制大学の関係者にご登壇いただき、コロナ禍によりもたら
された変化や、変わらなかった点をご紹介いただく。その後、少子化や通学制大学での遠隔授
業の普及、入学者層の若年化などの状況を踏まえて、これからの通信制大学はどのように・ど
のような学びの質を保証していく必要があるのか、通信制大学の在り方を検討する。
 コーディネーター：澁川幸加（中央大学）

　＜シンポジスト＞
　　野口久美子 八洲学園大学生涯学習学部生涯学習学科教授
　　範國将秀  京都芸術大学通信教育課程/社会実装・事業戦略部門事務局長　
　　岩見祥宏  中央大学通信教育部事務長（兼）法学部事務室事務長
　　米山あかね サイバー大学IT総合学部准教授
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　本稿では、シンポジウム講演と当日の質疑応答での議論を報告する。各報告者の発表と議論
を踏まえて、これからの通信制大学はどのように・どのような学びの質を保証していく必要が
あるのか、通信制大学の在り方について探究していきたい。

１．「インターネット大学とコロナ禍～八洲学園大学の場合～」
　　報告者：八洲学園大学生涯学習学部 教授　野口久美子

1.1　はじめに
　八洲学園大学は2004年に開学した通信制大学で、独自のeラーニングシステムを活用し、自
宅からのインターネット学習で学位や国家資格の取得を可能としている。必修科目が設定され
ていないため、自身の興味関心に沿った学びが可能である。
　八洲学園大学では、コロナ禍の2020年から2021年にかけて、特に司書資格の取得を希望する
入学者が激増した。それにより、教育の質保証と教員の業務負担とのバランスをいかに取って
いくかが課題となった。発表では、教育の質保証、授業の配信方法、SD・FD活動、初年次教
育にまつわるコロナ禍の変化とその試行錯誤に焦点を当てて報告された。

1.2　コロナ禍以降の変化：教育の質保証
　八洲学園大学では、2020年度以降の入学者が増加した（表1-1）。年齢別の内訳を見ると（図 
1-1）20代の入学者数が増えており、その多くが図書館司書科目の履修を希望する科目等履修
生である。報告者が担当する司書科目「児童サービス論」の履修者数の変化（図1-2）からは、
2018年と比べて2021年の履修者数がほぼ倍増したことが読み取れる。
　コロナ禍以降、入学者数の増加に伴いレポート添削数も増加したことで、教員の業務負担が
重くなるという教育の質保証に関わる課題が生じた。その対策として、次の３つが行われた。
　１つ目は、履修者数の上限設定である。これは初の試みであった。ただし現状（発表日時点）
では、上限に達しない履修者数で運用できている科目があることや、履修者数の多い科目は複

※中央大学

COVID-19は通信制大学での学びに
どのような変化をもたらしたのか？
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数で添削指導にあたる体制を取っていることから、履修を断る事態は起きていない。
　２つ目は、評価基準の明確化である。これまでは教員一人で科目を担当していたが、分担し
て添削指導に取り組むようになった。そのため、評価基準を明確にするだけでなく、同時に出
題の意図が伝わりやすいようにレポート設題を工夫するなど、円滑な指導を目指す工夫が行わ
れた。
　３つ目は、教材の工夫である。八洲学園大学では学生からの質問が直接教員に届くシステム
になっている。そのため、学生からの些末な質問への対応を防ぐために、授業が開講された初
期の段階で、科目の達成目標や関連文献、レポート作成の留意点などを示す工夫がなされている。

表1-1 在学生数・正科生の入学者数（当該年５月１日時点）
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図1-1 正科生の入学者数（年代別）

図 1-2 司書科目・児童サービス論の履修者数（春期）
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1.3　コロナ禍以降の主な変化：授業の配信方法の模索
　八洲学園大学では独自のe-learningシステム（SOBAマナベル）を使用している。このシス
テムではリアルタイムで授業を配信することが可能である。画面は、教員の表情（カメラ）画
面、教員が学生に提示している内容（スライドなど）が表示される画面、学生がコメントを投
稿できるチャット欄で構成されている。
　これまで、全国どこからでも自宅からでも授業を受講できることは通信制大学の大きなアド
バンテージでもあった。しかし、報告者自身がZoomやWebexなどのテレビ会議システムを
利用した非常勤授業を担当した経験を通して、すでに導入しているシステムは一斉型授業の配
信を想定した特徴が強いことに気がついた。すでに導入しているシステムにはチャット欄はあ
るものの、オンライン上でのグループワークや学生同士発言した学び合いの活動を展開するこ
とは難しい。新しいツールをうまく組み合わせるなど、学生のニーズや学習目標に合うような
授業の配信方法について、今後議論する必要性がみえてきた。

1.4　コロナ禍以降の主な変化：インターネット大学のSD・FD活動
　八洲学園大学では、オンライン授業（スクーリング授業）を配信する日は原則、大学へ来校
して教室から配信することとなっているが、教員がレポート添削をする場所に制限はない。ゆ
えにコロナ禍以前から、学内委員会に所属していない教員の意見集約の機会が限られることや、
教員間の専門分野が異なるため研究を通した交流が難しいなど、教員間の意思疎通や交流の希
薄さに課題があった。一方でコロナ禍以降、学内委員会のオンライン化により「オンラインで
打ち合わせができる」経験が共有され、教員間で気軽に個別オンラインミーティングをする機
会が増えたという。
　ミーティングのオンライン化により個別で交流する機会は増えたものの、その機会はもとも
と交流のある教員間に限られてしまう課題があった。そこで新たに、教職員がざっくばらんに
交流する場としてオンラインサロンが開催された。多くの教職員への参加を促すためにSDと
FDを兼ねて実施された。当日は、コロナ禍に着任した教員による自己紹介を兼ねた研究紹介や、
参加者間で授業方法や学生指導・支援に関する悩み・工夫の共有などが行われた。非常勤講師
も含む参加者からは、なかなか交流の機会がないためこのような取り組みがあり嬉しかった、
など肯定的な反応が寄せられたという。このようにコロナ禍を機に、オンラインを用いた教員
間のコミュニケーションが増えた変化が窺えた。

1.5　コロナ禍以降の主な変化：インターネット大学の初年次教育
　八洲学園大学で導入されているe-learningシステム（SOBAマナベル）は動作保証の観点から、
パソコンで受講することが想定されている。今日ではスマートフォンやタブレットなど他の端
末もあるが、パソコンでレポートを書き授業を受講することが、学生の「まとまった文章を書
く力」の育成につながるという。また、初年次教育を展開する上で、学生が大学を卒業した後
も主体的に学ぶ力を涵養するために、図書館で文献を調査し、比較分析し、まとめる力やIT
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スキルなどの土台を大学で育成する重要性が指摘された。
　また、組織的な初年次教育の取り組みとして「初年次セミナー」の科目が開講されている。
教務委員が分担して開講しており、到達目標を委員間で共有し、授業の進め方や内容は各教員
に任される形で運用されている。
1.6　おわりに
　コロナ禍を機に、今後、通学課程でもオンライン授業が発展することが考えられる。そのよ
うな大学の役割や教育内容が変化するなかで、インターネット大学特有の強みはどのような点
にあるのだろうか。大学が変わらなければならないことや、大学としての売りを明確にするに
は、教職員間の対話が不可欠である。報告者からは、この問い（インターネット大学だからこ
その強み）への応答を検討し続けるためにも、今後は教職員間の対話を重視した大学運営を展
開する必要性があることが指摘された。

２．「COVID-19は通信制大学での学びにどのような変化をもたらしたか？
　　―中央大学通信教育部の事例―」
　　報告者：中央大学通信教育部 事務長/法学部事務室 事務長　岩見祥宏

2.1　はじめに
　中央大学通信教育課程は、1948年に法学部に設置された課程である。COVID-19の登場は、
通信教育課程の入学者数・授業方法等に影響を与えた。発表では、中央大学法学部における通
学課程と通信教育課程の特徴を確認した後に、コロナ禍の変化における入学者数や授業方法、
教員の意識、学生対応、通学課程との関係性等の変化に焦点を当てて報告された。

2.2　中央大学法学部の通学課程および中央大学通信教育課程の特徴
　中央大学法学部の通学課程は、1885年に開講され、現在３学科（法律学科、国際企業関係法
学科、政治学科）で構成されている。入学定員は1439人（３学科合計）、専任教員数は102人（特
任教授を含む）である。意思決定は法学部教授会にあり、法学部事務室が事務所管を担ってい
る。通学課程については2023年４月に多摩キャンパスから茗荷谷キャンパスへ移転される。
　中央大学通信教育課程は、1948年に法学部に設置された課程である。在籍者数は3406人（2022
年３月31日時点）である。意思決定は法学部教授会から権限付与された通信教育部委員会にあ
り、通信教育部事務室が事務所管を担っている。なお、2023年４月以降も通信教育部事務室は
多摩キャンパスで業務が行われる。教員配置について、通信教育課程専任の教員は設けておら
ず、通学課程の教員が兼任して通信教育課程の教育にも携わっている。
　中央大学通信教育のルーツを辿ると、中央大学の前身である英吉利法律学校開学時にまで遡
る。そこでは開学時から、地方に居住し通学できない者（校外生）に対し、講義録を送付し、
学問教育の機会を提供することを目的とした「校外生制度」が提供されていた。校外生制度（廃
止時の名称は在外員）は1920年で一旦幕を閉じたものの、1948年４月に現行の通信教育課程が
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開講された。

2.3　COVID-19の登場による変化
2.3.1　入学者数の変化
　コロナ禍による変化の一つに、入学者数の増加が挙げられる。入学者数の推移を見ると（図 
2-1）、東日本大震災により生活に余裕がなくなった等の影響からか、2011年度から入学者数の
減少が始まった。その後コロナ禍になった2020年から入学者数は増加し、2021年度は減少前の
2010年度と同程度の入学者数まで回復した。次に年齢別に入学者数の変化を見ると（図2-2）、
18歳から22歳の入学者数が増えていることがわかる。これまでは学士を有していない有職者や
社会人が学び直しを目的に入学することが多かったが、コロナ禍以降、入学者層が若年化して
いることが窺える。

図 2-1 入学者数推移
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　なぜ入学者数が増えたのであろうか。その要因として、①入学定員管理の厳格化、②通信制
高校の普及による通信教育課程の認知度の向上、③本課程の広報活動の変化、④在宅勤務等に
よる生活の時間の使い方の変化、⑤PC・スマートフォンの使用時間の増加、が考えられる。
このうち④と⑤はコロナ禍により学生にもたらされた変化といえる。
　③について、中央大学通信教育課程では2017年度以降、広報活動を大きく見直す取り組みを
していた。報告者が通信教育部へ赴任した2015年頃から、入学者数の低迷により、通信教育課
程の存続は危ぶまれていた。そこで、交通広告からインターネット広告へ特化する転換や、ペ
ルソナである社会人をターゲットとした広報活動を展開した。（なお、現在のペルソナは45歳
男性で、家族構成や年収、職業なども具体的に定められている。）この③広報活動の成功と要
因⑤との相乗効果から、ペルソナには該当しないものの、ネット広告経由で若年層の入学者数
が増加した可能性も考えられる。

2.3.2　授業形態の変化
　コロナを契機に、ZoomやWebexなどテレビ会議システムを使用したオンラインスクーリン
グが開講されるようになった。2020年度は対面でのスクーリングは実施せずオンラインもしく
はオンデマンドで代替し、2021年度は対面とオンラインもしくはオンデマンドで夏期スクーリ
ングが実施された。満足度も概ね高かったため（図2-3）、今後もオンラインスクーリングが継

図 2-2 年度別入学者年齢層
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続される予定である。なお、科目試験はコロナ禍ではオンラインで実施してきたが、剽窃等不
正行為の予防を十全に行えなかったことから、2023年度からは対面で実施される予定である。
　アンケート結果を見ると（図2-3）、オンラインスクーリングについて「自分のペースで学習
できる」「通学しなくてもよいため、時間を有効活用できる」等の肯定的な評価が寄せられた。
一方で「学生間で情報共有をしづらい（コミュニケーションを取りづらい）」という困り感を
持つ学生が多かったことから、今後はその対応が課題だと報告された。次いで、オンライン授
業の満足度を見ると「非常に満足」が25%、「満足」が31%、「やや満足」が15%で、７割以上
が「やや満足」以上の高い評価をしていたことが確認された。また、コロナ禍終息後により多
く開講すべき実施方法を尋ねたところ、「オンライン授業」の希望が64%であった。中央大学
通信教育課程では入学者の多くが社会人であることから、好きな時間に自分のペースで学習で
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きる、オンライン授業やオンデマンド型授業の需要が高いと考えられる。報告者からは、今後
はこのような傾向も考慮した上で、対面授業と併せてどのようにスクーリングを展開するか検
検討する必要性が述べられた。

2.3.3　学生対応の変化
　コロナ禍では2021年２月５日の通信教育部委員会での決議を機に、デジタル化を推進するこ
ととなった。具体的には、紙媒体（e.g.『白門』や『掲示板』等の冊子類）を極力減らすことや、
在学生向けHPや動画配信サイトの充実、窓口対応の取りやめ等が行われた。デジタル化を推
進することで、タイムリーに情報提供することが可能となった。また、現在はレポートの
Web提出を実現するためにシステム改修を行っている。
　報告者は「コロナがなければこれほど大幅な変更はできなかったかもしれない」と指摘して
おり、コロナがデジタルシフトの火付け役を果たしていたことが窺えた。

2.4　通学課程と通信教育課程の融合を目指して
　中央大学通信教育課程では、2011年から続く入学者数の低迷への対策として、（つまりコロ
ナ禍前から）オンデマンドを中心にした改革の機運が高まっていた。2018年頃から法学部の茗
荷谷移転を契機にした新たな教育手法を検討したことが追い風となり、通信教育課程のオンデ
マンドコンテンツを有効活用するという通学課程と通信教育課程の融合に向けた話が展開され
た。2020年のコロナ禍では、通学課程でもオンライン授業やオンデマンド型授業が展開され、
その有効性が認識されるようになった。これらを踏まえて現在は、通信教育課程のオンデマン
ドコンテンツを今後中央大学のベーシック＆スタンダードにする、すなわち、中央大学の法学
部の学生であれば知っておくべき知識をオンデマンドコンテンツとして作成する案が検討され
ている。
　ただし、通信教育課程と通学課程との違いがわかりづらくなる懸念もあるため、今後は対面
授業の重要性を再確認する必要性もあることが指摘された。

2.5　最後に
　通学課程と通信教育課程は、たしかに授業の方法で重なる点があり、両者の境界は曖昧なと
ころもある。一方で、両者に「境界」も存在している。中央大学通信教育課程の場合、スクー
リングの受講に加え最低１科目につき２通のレポートを提出する必要がある一方で、通学制で
は対面重視であり、同程度のレポートを課すわけではない。また、入学者層も異なる。中央大
学通信教育課程では先述したルーツに見られるように、法学教育を広めることを目標としてい
るため、社会人教育を重視している。年間８万円という低廉な学費で展開しているのは、その
使命を実現するためともいえる。報告者からは、今後は、法学教育を広めるという通信教育課
程の役割を軸に、どのように通学制との違いを見出していくか検討する余地があることが指摘
された。

COVID-19は通信制大学での学びにどのような変化をもたらしたのか？
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　最後に今後の通信制の在り方として、通学課程の授業をコンテンツ化し通信教育課程のコン
テンツとして利用することが考えられる。通学課程のコンテンツをどのように「通学課程で」
使うかという議論を拡張し、通学課程と通信課程でともにコンテンツの開発と利用を考えるこ
と、学費等の観点から両者の特色を見出すなどの議論が今後求められることが、報告者から述
べられた。

３．「コロナ以降の通信教育課程の変化について」
　　報告者：京都芸術大学通信教育課程 事務局長/社会実装・事業戦略部門事務
　　局長　範國将秀

3.1　はじめに
　京都芸術大学では、通学課程と通信教育課程の間でコロナに対し異なる反応を示した。コロ
ナ禍で通学課程は大きな影響を受けた。通学課程では、対面授業を実施できないことにより、
施設費を全学返納する等の対応を取った。演劇の学科など演習を基本とする学科が多い中、オ
ンラインでできることには限りがあるため、2020年度後期からは早々に対面授業へ戻った。
400～500人を収容できる教室で開講されるような大規模科目は対面で実施せず、現在も200人
を越える授業は原則オンラインで開講されている。
　一方、通信教育課程では、当初スクーリングができないことやZoomなどの代替方法の模索
に苦慮したものの、「スクーリングができないのならやらなければいい」という割り切りをし、
どのように通信教育を生き残らせるか、コロナ禍を機会創出と捉える考え方へと舵を切った。
その後、イラストレーションコースや書画コースなど、完全オンライン型の新コースを次々と
立ち上げ、学生数も増えた。想定を上回る学生の入学は、成績評価や教員確保に影響をもたら
した。しかしながら結果として、「学籍更新率」をみると、コロナ禍前の64.8%から2022年度
68.1%と向上した。

3.2　京都芸術大学通信教育部の概要
　京都芸術大学芸術学部通信教育部には、４学科16コースが存在している。ここで、通学課程
と通信課程の相違を考えたい。芸術系大学の常識として、通学課程では芸術系大学に進む高校
生は３%といわれている。一方、通信制大学で一番多く学ばれている学問分野は、芸術分野で
ある。「大学で一番学びたい学問が芸術」である国は、日本しかないと思われると、報告者は
指摘している。京都芸術大学が通信教育を開設する際、当時の理事長が「芸術立国」を目指す
と謳っていたという。通信教育はどこからでも学ぶことができる。日本中に毛細血管のように
通信教育を張り巡らせ、社会人を対象に芸術を普及させることが「芸術立国」の構想であった。
その構想のもと1998年に始まり、現に日本は、これほど多くの社会人が芸術を選び、学ぶ国に
なったのである。
　現在の学科構成に戻ると、芸術教養学科（2013～）、芸術学科アートライティングコース（2019
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～）、デザイン科イラストレーションコース（2021～）、美術科書画コース（2022～）が完全遠
隔型の通学不要でリアルタイムで学ばなくても良い課程である。報告者によると、特に2021年
から開設したイラストレーションコースは、おそらく国内初の、芸術の実技・演習を完全遠隔
型で教える課程であるという。その翌年は書や水墨画を学べる書画コースが開設された。
　通学課程は幾度か学部を改組した一方で、通信教育課程は改組をせずコースを増やしてきた。
その結果、通信教育課程にあるコースが通学課程にはないというような、両者が別の組織のよ
うになってしまったという。これは非常にコストがかかる上に効率が悪く、デメリットもある。
一方で、今回のコロナが良い例であるように、通信教育課程では専任教員を雇用しているため、
危機管理対応が非常に素早いメリットもある。なお、現在京都芸術大学通信教育課程では、フ
ルタイムの教員と職員がそれぞれ40名程度配置されている。

3.3　在籍者数の推移
　図3-1は、在籍者数の推移である。98年の開学以降、在籍者数は増えたが、2005年をピーク
に以降は2012年まで減少が続いた。京都芸術大学では2013年に「手のひら芸大」というキャッ
チフレーズで、完全オンライン型の「芸術教養学科」を開設した。その開設以降、在籍者数が
伸びるようになった。その後コロナ禍で在籍者数は急増し、現在13742名が在籍している。
2022年には歌手の橋幸夫氏（78）が入学するなど、様々な年齢・職業の学生が入学している。

3.4　京都芸術大学通信教育課程の変遷
　報告者によると、これまでの通信教育課程の変遷をふり返れば、完全遠隔コースの設置も含
め、苦慮することもあったという。独立採算の部門であるため補助金が入らず、経営面での試
行錯誤が続いた。例えば、通常３日間かかるスクーリングをどうにか２日間にできないかとい
う意図から「週末芸大」の開始や、文学部や経済学部、法学部といった異分野からも３年次編
入で入学できないか検討し「異分野３年次編入」を始めるといったことが展開された。
　大学は企業と比べると意思決定と行動までのプロセスが複雑で、時間がかかる。しかし、
報告者は「取り組み続けることで、遅れたとしても良い方向へ近づける」と信じて挑戦を続
けていることが報告された。

3.5　在籍率の変遷
　コロナによる在籍率への影響をみていこう。学習継続率を見ると、2018年度の64,8%から
2019年度は62.3%まで減った。しかし当時、スクーリングができないことはコロナ禍による一
時的な影響と判断し、退学ではなく休学を選ぶ学生が多かったという。ゆえに退学率は変化が
なく、休学率のみ上がった。その結果、大学側も対策を打つことができ、学習率は2020年度に
は66.0%、2021年度には68.1%とコロナ以前より高い数値に至った。
　コロナ禍による退学を食い止めた理由はいくつかある。一つは、入学者数が増えた新しいコー
スで、新しく着任した教員が必死に学生へフォローをしていたことだという。二つ目は、テレ

COVID-19は通信制大学での学びにどのような変化をもたらしたのか？
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ビ会議システムであるZoomを用いて対面授業を行ったことである。これにより、欠席者が減
るという効用ももたらされた。

図 3-1 京都芸術大学通信教育課程における在籍者数推移

3.6　2023年度通信教育部の重点目標
　京都芸術大学には教員評価制度があり、教員が教育計画を達成しないと給与に影響するシビ
アな仕組みになっている。2023年度に教員へ課されている重点目標は３つある。１つ目は「遠
隔学習支援施策による学習継続率の向上」で、授業外でいかに学生をつなぎとめるかが教育計
画の一番の重点目標となっている。２つ目が「教育カリキュラムにおける遠隔教育手法の拡充
と洗練」である。３つ目が「airUコミュニティを用いた学生支援体制の強化」である。airU
コミュニティとは京都芸術大学が運営しているコミュニティサイトで、これを用いた学生支援
体制の強化を目指している。このように、コロナ以降入学した学生をつなぎ止めるにはどうし
たらいいか、に焦点を当てた教育目標が掲げられている。報告者は「コロナがなければ、この
ような重点目標を掲げる舵切りをしていなかったと思われる」と述べていた。

3.7　10代入学者へのこれからの対応
　最後に、図3-2は10代の在籍者数の推移グラフである。「10代から90歳まで学べます」とい
うキャッチフレーズで運営を続けていたため、10代は入学者が30人程度しかいない時期があっ
たという。しかしコロナ禍以降、2020年度は157人、2021年度は552人、2022年度は1069人と
急増した。通学課程が現在4000人定員であるため、このままいくと若年層の数が通学制と同
程度になる可能性があるが、「施策を打てていない状況」だと報告者は述べていた。特に就
職面でのサポートについては、報告者の前職がキャリアセンターの責任者であった経験も踏
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まえ、今後はキャリアセンターとの連携やカウンセラーを導入した解決策を構想しているこ
とが報告された。

図 3-2 京都芸術大学通信教育課程における10代の在籍者数推移

４．全体討論

　全体討論では、野口氏、岩見氏、範国氏、＜問題提起＞を担当した米山氏の４名のシンポジ
ストに、フロアからの質問とコーディネーターから提示した論点について討論いただいた。以
降、コーディネーター（澁川）から提示した論点には冒頭に「論点：」と表記している。

Q1. 進捗が遅れている学生へのサポートに対し、学生からどのような反応や効果が見られたか。
また、学生サポートで工夫している点はあるか。

米山：学生へのリマインドは全員から反応が来るわけではなく、即時的で目をみはる高い効
果があるわけではない。ただし、リマインドの連絡の際に学生に寄り添った連絡の仕方をす
るため、「やる気が出ました」「励まされて頑張りました」等のコメントがアンケートで寄せ
られる。リマインドを送り、反応がないなど期待はずれなこともあるが、諦めずに対応する
ことを心がけている。また、メールのリマインドに加えて電話での対応も行っている。特に
若年層の学生には電話対応で個別指導的に、学習の仕方からアドバイスをすることも行って
いる。

野口：率直なところ、進捗が遅れている学生へのサポートは十分にできていない。ただし講
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演で紹介した「初年次セミナー」では、継続して計画的に学習する成功体験を積むために、
難易度の高くない受講レポートを毎回出すように工夫している。個人レベルでの工夫は行っ
ているものの、組織レベルでの支援は今後の課題である。

岩見：本学も、進捗が遅れている学生へのサポートは十分にできていない。学年末に送付す
る成績表から自身で気づいてもらうことを祈っている。ただし、若年層に対してはカリキュ
ラム上、「導入教育A」と「導入教育B」が対面で行われている。これは７～８割の学生が
受講するもので、前者が一般教養科目のレポートの書き方、後者が法律科目のレポートの書
き方に対応している。２日間にわたって行われるが、モチベーションを下げないような成績
評価を行う工夫をしている。直接的な支援をできていないことは課題であると認識している。

範国：私たちの学校はもしかしたらずれているのかもしれないが、そもそも、最短年度で卒
業をしたほうが良いと推奨していない。日本画コースの平均年齢は60代であるため、１年で
も長く続けていただく、８年かけて絵を描き続けていただいても構いませんし、卒業した後
も「次は陶芸やりませんか？」と声をかける。このようにして20年ぐらい学んでいる学生さ
んもいらっしゃるため、「進捗が遅れている」という認識がない。ただし、入学後、全く学
習を進めない（ゼロのまま）ことは問題であるため、ゼロを１にするための努力は取り組ん
でいる。

Q2. 先延ばし行動に対して、積極的な先延ばしをする学習者とそうでない学習者がいるのでは
ないか。先延ばしをしている学習者への支援に対する考え方や現状をより良くしていくための
今後の方向性を伺いたい。

米山：先延ばしが肯定的であるかの区別は、なかなか難しいと思われる。個人的な感覚を述
べると、社会人は仕事の経験から計画的にできる人の割合が高い。一方、若年層は締め切り
間際の駆け込み提出が多く、全てがギリギリとなり自然と間に合わないものが出てきてしま
う事態が散見される。大学としては、設定しているスケジュールに沿って計画的に取り組む
ことを推奨している。これらはeラーニングや通信で学ぶことにより獲得することが期待で
きる能力といえる。大学として、学生がこうした自己管理能力を獲得することを目指してい
る。一方で、期限を守る難しさもあるため、最終締め切りに成果として十分なものを出せる
と良いと考えている。ここで「先延ばしの質に応じた支援」の質問に戻ると、システム上で
それを判別することは非常に難しいと思われる。たとえ肯定的に先延ばしをしていたとして
も「今はいいから」とメールで返事をしない可能性もあるため、学生の反応で分類すること
には限界があると思われる。

Q3. 質問者も体感として若年層が増えたと認識しているが、統計データでは社会人の入学者数
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も増えたと報告されていた。もしそうであるならば、大学が二極化しているのではないだろう
か。各大学でどのような人が増えているか伺いたい。

米山：サイバー大学では若年層の増加が顕著である。その要因は、社会人はおそらく教育内容
や得られる成果物、授業料やサービス、学びやすさなどを比較して入学を決めるからだと考え
られる。一方で若年層は、親の意向が強いのではないかと推察している。本学は学費が高めで
あるため社会人は金銭面等比較していると考えられること、若年層は学費が高くとも[大学の
特徴等から]選択していると考えられる。

野口：本学はコロナ禍以前も以降も社会人学生の入学者数が顕著である。特に資格取得を希望
される学生が多い。20代が若干増加した傾向はあるものの、資格取得目的の社会人学生が主と
いう特徴は変わらない。

岩見：コロナ禍以降、18歳から22歳と50歳から59歳が割合的には増えている。ただし全体的に
伸びているため、割合的にはあまり変わらない。専業学生や若年層で最終学歴が高卒の方の入
学願書を見る限りでは、社会人を経て１年次で入る方より、高校を卒業してすぐ入学される方
の数が増えている印象を持っている。

範国：本学では若年層が急増している。逆に30-40代の入学者数は減少傾向にあるため、学内
的にはおそらく若年層以外は今後伸びないだろうという見解を持っている。

Q4. 国立大学で夜間主コースを展開している。勤労学生のためのコースであるが、社会人があ
まり入学しない課題を抱えている。今後、オンラインコンテンツを強化すること、地元高校を
卒業し地元へ就職する卒業生に対して勤労学生として受け入れることを構想している。インター
ネット大学において、若年層の勤労学生に対するサポート等があれば伺いたい。

米山：若年の勤労学生に特化したサポートを行っているわけではない。学費面のサポートは
区別なく行っている。ただし、未就業若年層に関しては４年間での卒業が今でも基本的には
求められる。サイバー大学ではそこに力を入れて指導をしている。そのような指導の心配が
いらない学生に対しては、履修相談で個別サポートを行っている。

野口：本学も若年の勤労学生に特化したサポートを行っているわけではない。ただし、本学
で実施している、90分の授業をオンライン配信する「スクーリング授業」では、勤労学生が
開講時間に出席できないこともある。科目にもよるが、オンデマンドでも受講できるように
して感想レポートの提出を求める等の柔軟な対応を行っている。
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Q5. 論点１：近年、民間のオンラインスクールやオンラインサロンが発展しており、通信制大
学との差別化が求められる。これからの通信制大学では、社会人に対してどのような価値を提
供できるであろうか。

米山：今後も企業によるeラーニングの展開や、資格取得を目的としたコースの開講が増える
と考えられる。この問いは、専門学校と大学との区別と似た側面がある。専門学校では即時的
に使えるスキルの獲得に主眼がある一方、大学はそれだけではない。現代社会からは、アカデ
ミックスキルや学び続ける力、クリティカルシンキングや問題解決能力などを身につけること
が求められている。このような力は講義で簡単に身につけられるものではなく、長期的に体系
的な授業を展開することで身につけられるのではないだろうか。大学側はそのような教育を提
供していく必要があると考えている。

野口：この問いに対しては明確に考えを持っている。図書館司書資格の取得に関わる立場から
申し上げていきたい。本学では学校図書館の運営に携わる司書のスキルアッププログラムを数
年前から開設していた。司書のための研修や勉強会は数多くあり、現場で役立つ知識やスキル
を単に身につけたいだけならば、そうした場を活用すれば良い。ただし、大学で高額な費用を
自ら払い学ぶ意義は、10年先20年先を見据えた議論や、俯瞰した視点で図書館業界全体を良く
するにはどのようにしたらよいかを理論立てて論理的に議論を行い、自身の考えを深めること
にある。学術機関である大学として、そのような機会を提供していかなければならないと考え
ている。

岩見：大学で学ぶということはアカデミックな部分も重要だと考えている。通信教育課程と通
学課程との融合という点でも、通信教育課程における大学教育のアカデミックな部分をいかに
変えるかを重要視している。社会人学生の入学願書を見ると、業務上必要であることや現場で
活用していることを「体系的に学びたい」という意欲が多く見られる。そのようなことを提供
できることが重要ではないだろうか。

範国：コロナを機に、教室とはなにか、授業とは何かを考えるきっかけになったと認識してい
る。「YouTubeで何でも学べる」状況は、要するに教育課程とは何かを考えることである。本
学には「藝術学舎」という公開講座のプログラムがあり、今後それにも力を入れる予定である。
現在通信教育課程の学生が13000人いるが、この藝術学舎でも１万人獲得を目指している。こ
れは土日集中型の短期プログラムで、例えば歴史学を専門とする教員が「リアルタイム大河ド
ラマ解説」などを開設し、200人くらいの学生が１～２万円払い受講しに訪れる。このような
プログラムを担当することで、先生自身が「それでは正課の課程では何を教えるのか」「何が
単位であるのか」という問いに対して段々と理解を深められるFD的な要素もあると感じている。
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そのため、公開講座プログラムにも関心を持って推し進めている。

Q6. 論点２：未就業学生を含む若年層の増加を踏まえると、これからの通信制大学では若年層
にどのような教育や支援・プログラム（e.g. キャリア支援、正課外活動、準正課活動）を提供
する必要があるか？

米山：発表で報告したように、今後個別の学生への対応をよりきめ細やかにする課題感を感
じている。キャリアサポートセンターで先輩学生の就職活動体験談等の情報提供をしたり、
インタビュー動画を学生に見せたりしているが、さらにこうした活動に力を入れていきたい。
また、過去にインターンシップという科目を設置していたが、開講当時は若年層が集まらず、
廃止になったことがある。ただし現在はその需要が高まってきているため、再検討が進んで
いるところである。

野口：大学として「生涯学習学部」を設置しているように、主体的に学ぶ力を育成し、学生
が生涯学習者となることを目指している。インターンシップや正課外活動は現在検討してい
ない。ただし、司書資格取得科目においては、卒業生の中に現在図書館長として活躍されて
いる方もいらっしゃる。そのような卒業生の力も借りて、図書館で働くことを希望されてい
る若年層の学生と交流する機会を設けるなども考えられるかもしれない。

岩見：通信教育部の学生も通学課程のキャリアセンターを使用できる状況である。コロナ前
までは対面でなければ対応できないことが多かったが、コロナ禍になりオンライン面談が可
能になったため、今後入り込むことができる可能性がある。ただ、通信専用のキャリア支援
を設けることは、人員と体制的に難しいところがある。正課外や準正課活動について、学生
による学生会支部が各県に10程度あり、学生同士のつながりの場となっている。現状は、学
生会支部への支援を行っている。

範国：急増している若年層の出身高校をみると、圧倒的にN高である。N高を経験した学生
に迷惑をかけてはいけない、ということを意識している。今のテーマに関連して構想してい
ることは部活である。N高では学園側が部活を作り運営しプラットフォームにする仕組みを
展開しているが、本学でも早急に実現したいと考えている。本学には在籍者数が１万何千人
とおり、年齢分布が平等なため、60代も50代も社長も自営業もアーティストもいる。同じ芸
術を学んでいる全世代がいるのだから、そういうプラットフォームを作れば勝手に就職活動
や採用が展開されるのではないかと期待している。

Q7. 論点３：通信制の大学教員にはどのような能力が求められるか？また、今後、大学教員に
通信制大学へ着任したいと関心を持ってもらうためには、どのような魅力を発信する必要があ
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るか伺いたい。

米山：通信制で教えるやりがいは、多様な学生の支援をできることだと考えている。例えば、
社会人学生は大学で学んだ内容をすぐに職場で活かしやすい。学生が学んだことをアウトプッ
トしそれがプラスとなり、学んだ実感を感じている姿を見ると、サポートしている我々も「よ
かったな」と思う。また、通学制より通信制のほうが、働き方が柔軟だと思われる。本学で
も小さいお子さんのいる方が着任されている。柔軟な働き方の選択肢の一つとして選ばれる
可能性は今後も出てくるのではないだろうか。

野口：教員に求められる能力についていうと、米山先生と同様に、学生の年齢層が幅広いた
め、様々な学生に対して柔軟に対応できる力が必須であると認識している。また、レポート
添削や学生から寄せられた質問にテキストで返す際に、冷たく感じられないように丁寧に親
切に接する態度も求められるのではないか。私は通学制大学でも同じく図書館司書科目を担
当しているが、通信制では学習内容は同じでも学生の層が異なる。八洲学園大学では10代か
ら60代、70代の方まで同じ授業を受講しており、出てくる意見が多様なため、そこが一番の
魅力、楽しさだと実感している。次に働き方では、時間をフレキシブルに使える点が魅力で
ある。八洲学園へ着任する前は専業非常勤という形で勤務しており、専任で働くつもりが実
はなかった。人事の誘いを受けた際に、時間を自由に使えるという話を聞き、そうであれば
自分の働き方のスタイルはあまり変えることなく活躍の場を広げていけるのでは、と感じて
いた。自分の実体験からは、そのような良さをつたえられるのではと考えている。

Q8. 論点４：前の質問に加え、職員の立場から、教育の質保証にむけたこれからの大学通信教
育の教職協働について展望を伺いたい。　

岩見：私から見た、中央大学の法学部の先生方に通信教育を担当していただく際に必要と思
われる能力という観点で言わせていただくと、やはり法学教育を広く広めたいという思いを
持ち、それを学びたいという学生さんたちに情熱を持って授業なり何なりを展開していただ
きたい。良いか悪いかは別ですが、20数年前30数年前であれば、スクーリングに行くと「学
生さんたちと親睦」といって、先生方は必ず参加される機会があった。そこに参加した学生
さんが卒業されて、いま本学の卒業生のOB会を形成していろいろやってくれている。したがっ
て、私の職員の立場から見ると、先生方にはこうした思いを持ち続けていただきたい。次に、
教職協働につきましては本学の場合、先生方に科目を担当いただいているが、事実上、専任
職員が色々な業務を担当している。その意味で通学課程とは異なる運営になっていると考え
ている。逆に、職員主導で様々なことができる職場が通信教育部であり、それと逆な部分が
通学課程の法学部事務室だと考えている。その意味では、通信教育課程の本当の土台を支え
ているのは職員で、その舞台で踊っていただくのが専任教員というイメージで私は考えている。
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やや上から物をいう表現になったかもしれないが、そういう思いで業務をしているというの
が現状である。

範国：もし本学の教員が聞いていたら皆さん中央大学に行きたくなるのではと思うくらい、
本学では専任教員にマネジメントを担当していただいており、申し訳ないと思いながら聞い
ておりました。本学の通信制は通学に比べると、学生の数に対して教員の数が少ない。うま
く非常勤講師に科目をお願いできたら専任教員はあまり授業を持たなくても良い運営も可能
であるが、逆にいうと、教える力以上にそのような運営力がないとコースが立ち回らないと
いう通信教育の事情がある。そのため、先生方には教育の部分と運営の部分の両方の力量を
持った方に来ていただかなければならず、たいへんご尽力いただいており、採用にも苦慮し
ている。専任教員は大学側が求人を出すが、非常勤講師や添削講師は専任教員に探していた
だいている。ある程度の規模までなら良いが、現在の規模になると厳しいところもあるため、
職員側が人事も含めた体制を取る必要があることが本学の課題だと認識している。

Q9. 大学通信教育の質は何を持って保証できたと言えるのか。３つのポリシーや学習成果の可
視化等は通学課程が念頭に置かれたものである。修了率やレポートの提出率、次年度学年への
進学率等が上がれば質を保証できたと言えるのか。一方で通信は学生層も多様で、目的や目標
も異なる。そのため、単に「今後通信制が通学制と融合してゆく」だけでは、済まない部分が
あるようにも思われる。今後、通信制大学はどのように通学と差別化して存在感を示していく
べきか、お考えを伺いたい。　

米山：おそらく多様な学生に画一的な目標を定めて進めてよいのかという話も含まれているの
ではないかと思う。ただ、大学教育は、求める人材像を基本的に定め、それに向けて学生は努
力し、大学側はそれを学べる体制と仕組みを提供していく。学生によってスタート地点も人そ
れぞれで得意・不得意も多様だと思われるが、大学として学士号を取得させるという点でいう
と基準を超えなくてはならない。「どうにか頑張って基準を超えられて卒業できた」、「社会人
で働いており、学士号を持っていないから入学したが、余裕をもって卒業できた」など、スター
トは違えども様々な方がいらっしゃる。そのため、大学としては基準を定め、学生はそれをク
リアしていたら学士号を取得できる、という話だと考えている。本学は学士号の取得を希望す
る学生が非常に多いため、そこに重点を置いて大学としても体制を組み立てている。また、本
日の話の通り若年層が増えており、彼らは就職を希望している。その人達には必要なサポート
をしなくてはならない。そのため、「とりあえず出席すれば良い」という中身のない話ではなく、
学生の成果物に対し我々が評価とフィードバックをすることで成長を促し、大学の定める人材
になることに向けて大学として必要な支援をする必要があると考えている。

野口：正直、まだわからないというのが現状である。通学制の大学でも授業を担当していると、
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そちらの変化を強く感じる。通学制の大学のほうがオンライン活用を積極的に進めようとして
いる中で、八洲は不自由なインターネット大学だと思うことがある。今ここで通信制大学やイ
ンターネット大学の独自性を考えてみると、通信制の良さは枠にとらわれず柔軟に学べる点に
本質的な良さがあるといえる。他の通信制大学では在学年限の制限がないところがある。本学
でも再入学という制度があり、学びたいことができたらもう一度入学することができる。また、
単位修得済みの科目を再受講することが可能である。このような方策を実施しやすい点が、通
信制の特徴ではないだろうか。今後は、通信制では柔軟な学習スタイルを提供しやすい点を全
面に出す案が考えられるのではないか。

岩見：私の思いになるかもしれないが、考えを申し上げたい。中央大学法学部の学士は通信教
育課程であっても通学課程であっても、学士を与えるのは同じである。それであれば質の保証
は間違いなくしなければならない。だからこそ、先程申し上げたように、中央大学の卒業生で
あれば習得しておいてほしい知識をベーシック＆スタンダードとしてオンデマンドコンテンツ
で提供し、[通信と通学の間で]共有をしていく。一方で、手法の違いから通学と通信の違いを
見いだせるとよいと考えている。また、本学の場合、在学期間は12年ある。途中でリタイアす
る学生もいるが、「一度退学したがまた入りたい」と再入学する学生もいる。例えば、その時
の社会情勢や仕事の都合でリタイアした方もまた入りたい、学びたいと思えるようにする。オ
ンデマンドの「いつでもどこでも何度でも」のような、通信制の良さはあると認識している。
質を保証するために、修了時は中央大学のベーシック＆スタンダードを求めていきたい、その
ような気持ちで現在、職員として仕事をしている。

範国：本学は複雑化させていくというビジョンを持っている。先程、公開講座の話を申し上
げたが、再来年を目処に修士課程を３種類に分ける構想をしている。通信・通学だと二分で
ある。この３つについて、１つ目はいわゆる対面授業のない完全オンライン型の修士課程で、
2023年春から始まる。２つ目は、すべての授業を対面で行い、絵を描かせ続けて卒業すると
いうような、従来通りのオーソドックスなものである。その間に、ほとんどの授業を遠隔で
履修できるが、対面授業をある程度用意するというような３つ目の選択肢を設けている。留
学生対応でビザを取れるよう通学課程に設置するが、通信・通学の間に立つものである。こ
のような形で教育の複線化をすすめる、複雑化を進めることで、18歳の学びをどのようにす
るかということや学び直しをどのようにするかということに、一つではなく色々な答えを出
していこうと考えている。

５．まとめ

5.1　コロナ禍による影響
　本シンポジウムでは、コロナ禍で通信制大学はどのような影響を受けたのか、事例と討論
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を踏まえて検討を行った。＜問題提起＞の部で紹介されたサイバー大学の事例も含めると、
４大学（サイバー大学、八洲学園大学、中央大学、京都芸術大学）では、コロナ禍によりポ
ジティブな影響とネガティブな影響を受けたといえる。
　ポジティブな影響として、まず、若年層を中心とした入学者数の増加が挙げられる。社会
人だけでなく、10代の入学者数の急増が報告された。その背景要因の一つとして、通信制高
校の普及と進学者数の増加が指摘された。世間から「通信制」の認知度が高まりつつあるこ
と、通信制高校を卒業した生徒が進学先の一つとして通信制大学を選択していることが窺え
る。
　次に、授業方法や教員の働き方でデジタルシフトが起きたことである。スクーリングのオ
ンライン化（中央大学）、完全遠隔型コースの開設（京都芸術大学）、スクーリングの配信を
大学以外の場から行えるようになる（八洲学園大学）など、大学通信教育はさらに遠隔によ
る方法を模索するようになったといえる。
　通学課程では面接授業が実施できない等、コロナ禍によりネガティブな影響を多く受けた
が、通信教育課程では、入学者数の増加などポジティブな影響も受けていたことが窺えた。
一方で通信教育課程では、その入学者増に伴う課題も生じていることが明らかになった。
　ネガティブな影響として、まず、評価負担の増加が挙げられる。入学者数の増加に伴い、
添削者や教員数の確保や、複数人で評価できる評価基準の設定などに苦慮した大学が見られ
た。国内のほとんどの通信制大学では入試制度を設けていないこと、入学者数が増加傾向で
あることをふまえると、今後も人的リソースにおいて需要と供給のバランスが苦しくなる可
能性が考えられる。
　次に、若年層の入学者への対応が挙げられる。未就業学生も増加しており、初年次教育や
キャリア支援の需要が高まっている。一方で、大学通信教育では年齢層も入学目的も多様で
ある。そのような中、画一的な初年次教育プログラムの開発は容易ではないこと、ニーズや
年齢に応じた諸支援は労力とマンパワーを要する難しさがある。

5.2　大学通信教育の特徴
　通学課程における遠隔授業の普及や民間によるオンラインサロン等の広がりは、大学通信
教育の存在を脅かしかねない。新型コロナウィルスの登場は、大学通信教育にとってアイデ
ンティティを問い直させる思考装置でもあった。大学通信教育の特徴を改めて確認していき
たい。
　まず、空間から開放されており、転じて安全性を有している点である。同じ物理空間を共
有する必要がないため、各人が安全な場所にさえいることで、学習に取り組むことができる。
空間からの開放性が、厄災からの学びの逃げ道にもなっていた。
　次に、時間から開放されている点である。討論で寄せられた「最短年度で卒業したほうが
良いと推奨していない」や「再入学を期待している」発言は興味深い。通学課程では、最短
年度で卒業することを前提としたカリキュラムと指導が展開されている。高校卒業後の入学
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者を前提としていること、共通テストの受験や選抜性の高い二次試験への受験を要するため、
学部への再入学は年齢層によってはハードルが高い。また、通学課程では、定められた授業
時間割の時に、教員からの解説は基本的に一度だけ、４年間のカリキュラム（実際、就職活
動や卒業研究への専念を踏まえると多くの科目は３年間）という限られた時間の中で学ばな
ければならない。卒業までのタイムリミットがあるため、例外的に評価が甘くなる事態が生
じることも珍しくない。一方で通信教育課程は、在籍上限年数の許す限り、いつでも、何度
でも、どれくらい時間をかけて学んでも良い。多くの大学では入学時に試験を実施しないた
め、老若男女が容易に入学できる。時間的制約を理由に評価が甘くなることはない。大学通
信教育は、時間の制約を受けずに教育の質を保証することができる。
　最後に、包摂性である。大学通信教育は戦後70年に渡り、勤労学生や女性など様々な人へ
教育機会を提供し続けてきた。幅広い年齢層や職種の人が入学できる包摂性があるといえる。
包摂性があることで、教員にとっても学生にとっても「いろいろな人と学べる」学習経験が
創出されている。

5.3　これからの大学通信教育
　それでは、大学通信教育はこれからどのようにあるべきであろうか。本稿では「学生数の
増加への対応」と関連づけてまとめていきたい。
　未就業学生の増加により、キャリア支援や先延ばし防止の需要が高まっていることを述べ
た。もちろんこのような課題への対応も必要であろう。ただし、「最短年度での卒業」を強
く気にかけねばならぬシーンは、未就業学生の社会との接続を考えるとき「のみ」ではない
だろうか。上述したように、卒業までのタイムリミットを設けることは、転じて教育の質が
保証されにくくなるリスクを孕むことでもある。近年の就職活動の状況をみると、「何に力
を入れてきたのか」という経験や、「なにができるか」というソフトスキルを重視し、選考
する企業が増えている。最短年度での卒業を重視しない企業に対し、大学通信教育の特徴で
ある「じっくりかけて質のある学びを修了する」価値を押し出すこともできるかもしれない。
授業方法では通学課程と通信教育課程との境界は融解しつつあるが、そこで得られる学習成
果は様相が異なるであろう。大学通信教育を卒業したことの強みを社会的に認知してもらう
ためには、大学通信教育が保証している教育の質や、修了したことは自律的学習を継続でき
た偉大さの証左であるといった、大学通信教育のプレゼンスを社会に対し発信することが不
可欠である。
　次に、教員配置の問題である。結論を先に述べると、大学教員が大学通信教育への着任を
積極的に選びたくなるような仕組みと認知度の醸成が考えられるのではないだろうか。学生
数の増加により、大学通信教育を支える人材がより一層求められている。シンポジウムでは、
大学通信教育を支える教員に求められる能力として、学術を提供することへの自覚とマネジ
メント力が挙げられた。大学通信教育では学生層が多様であるため、通学課程の学生以上に
専門的な質疑応答を求められることも少なくない。教員にとって、通信での学生指導は学術
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的な研鑽の場にもなっている。学術的探究心の強い研究者は、大学通信教育と親和性が高い
可能性が考えられる。時間・空間からの開放性も踏まえると、大学通信教育は研究活動の両
立とも親和性が高い。学術的探究心の強い大学教員が通信教育課程で教鞭を執るようにマッ
チングを図ることで、教育の質保証や学生数の増加に対応することができるのではないだろ
うか。次に、マネジメント力について検討したい。シンポジウムでは、非常勤講師の確保や
評価基準の設定に苦慮したこと、教員間のコミュニケーションの希薄さが課題として指摘さ
れた。大学通信教育は添削者や非常勤講師など多くの教員が必要な分、（非常勤も含めた）
教職員組織の構成が流動的だといえる。一方で学生数の増加を踏まえると、より一層、教員
間・教職員間で協働した学習指導や学生支援が求められるであろう。通信教育課程への着任
後、教員が安心して指導できるような仕組みづくりも、教員数の確保につながると考えられる。
以上をまとめると、大学通信教育で指導することは学術的な研鑽を積む機会にもなる魅力を
発信すること、着任後の教員間のコミュニケーションや教学マネジメントを運用するための
組織的な体制を整えることで、大学通信教育に関わる教員数を増やすことが考えられる。
　大学通信教育のアイデンティティは、今も昔も変わらない。一方で時間的・空間的開放が
生活に馴染むようになった今日では、大学通信教育にますます期待の目が注がれている。こ
れからは新型コロナウィルスの登場を大学通信教育のエポックメイキングと位置づけ、通学
課程も巻き込んだ、「大学のこれから」の議論の発展へとつながることを期待したい。

COVID-19は通信制大学での学びにどのような変化をもたらしたのか？
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